
宮城県

1 研修名

2 目  的

4 時間数

時間数

講  義
３時間

講  義
２時間

令和７年度　主任介護支援専門員更新研修カリキュラム

令和７年度 主任介護支援専門員更新研修

主任介護支援専門員に対して、主任介護支援専門員研修修了証明書の有効期限の更新時に併せ
て、研修の受講を課すことにより、継続的な資質向上を図るための定期的な研修受講の機会を確保し、
主任介護支援専門員の役割を果たして行くために必要な能力の保持・向上を図ることを目的とする。

3 対象者

研修対象者は、次の①から⑤までのいずれかに該当するものであって、主任介護支援専門員研修修
了証明書の有効期間がおおむね２年以内に満了する者とする。

なお、特に質の高い研修を実施する観点から、上記の要件以外に、都道府県において実情に応じた
受講要件を設定することは差し支えないものとする。

①介護支援専門員に係る研修の企画、講師やファシリテーターの経験がある者

②地域包括支援センターや職能団体等が開催する法定外の研修等に年４回以上参加した者

③日本ケアマネジメント学会が開催する研究大会等において、演題発表等の経験がある者

⑤主任介護支援専門員の業務に十分な知識と経験を有する者であり、都道府県が適当と認める者

時間数４６時間以上

研修科目 目　　的 内　　容

①介護保険制
度及び地域包
括支援ケアシ
ステムの動向

介護保険制度の最新の動
向を踏まえ、地域包括ケアシ
ステムの構築や地域共生社
会の実現に向けた現状の取
組と課題を理解し、主任介護
支援専門員として果たすべき
役割を再認識する。

・介護保険制度の最新の動向、地域包括ケ
アシステムの構築や地域共生社会の実現に
向けた取組及び課題、地域包括ケアシステ
ムの構築における介護支援専門員及び主任
介護支援専門員の役割について講義を行
う。
・利用者やその家族を支援する上で関連す
る最新の制度、動向及び社会資源の活用並
びに関係機関等との連携やネットワーク構築
に関する講義を行う。
・介護保険制度及び介護支援専門員を取り
巻く状況など現状で課題となっている事項を
踏まえた、介護支援専門員に対する指導・支
援に関する講義を行う。

②ケアマネジ
メントの実践
における倫理
的な課題に対
する支援

高齢者の権利を擁護する上
で必要な制度等の動向を確
認し、個別支援において直面
しやすい倫理面の課題への
対応に係る介護支援専門員
への指導・支援について理解
する。

・介護支援専門員が備えるべき、利用者本
位、自立支援、公正中立、人権の尊重、守秘
義務、利用者のニーズの代弁等の倫理に関
する講義を行う。
・高齢者の権利擁護や意思決定支援（認知
症、身寄りのない高齢者、看取りのケース等）
に関する制度等について講義を行う。
・個別支援において直面しやすい倫理面の
課題への対応に係る介護支援専門員への指
導・支援の方法についての講義を行う。

④日本ケアマネジメント学会が認定する認定ケアマネジャー

5 研修内容
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宮城県

講  義
２時間

講  義
及び

演　習
３時間

講  義
及び

演　習
５時間

④主任介護支
援専門員とし
ての実践の振
り返りと指導
及び支援の実
践
(１ )生活の継
続及び家族等
を支える基本
的なケアマネ
ジメント

「適切なケアマネジメント手
法」の「基本ケア」の内容を踏
まえ、主任介護支援専門員と
しての実践の振り返りを行うこ
とにより、実践上の課題や不
足している視点を認識し分析
する手法を深める。

また、分析結果を踏まえた
資質向上に必要な取組と実
践における改善策を講じるこ
とができる知識・技術を修得
する。

・「適切なケアマネジメント手法」の基本的な
考え方及び高齢者が有する疾患に関係なく
想定される支援内容及び多職種との情報共
有において必要な視点を整理した「基本ケ
ア」について理解する。
・各自が担当している主任介護支援専門員と
しての実践事例について振り返り、意見交換
等を通じて、課題や不足している視点を認識
し分析する。分析に必要な根拠を明確にする
ことにより改善策を講じ、資質向上に向けた
介護支援専門員に対する指導・支援を実践
することができる知識・技術を修得する。
・「基本ケア」を踏まえた支援方法を検討する
に当たり、効果的なものとなるようインフォー
マルサービスも含めた地域の社会資源を活
用したケアマネジメントの実践において、社
会資源の開発など地域づくりの視点を含め、
課題や不足している視点を認識し分析する
手法及び介護支援専門員に対する改善指
導に関する講義を行う。

(２ )脳血管疾
患のある方の
ケアマネジメ
ント

脳血管疾患のある方のケア
マネジメントに関する事例を
用いて主任介護支援専門員
としての実践の振り返りを行う
ことにより、実践上の課題や
不足している視点を認識し分
析する手法を深める。
また、分析結果を踏まえた資
質向上に必要な取組と実践
における改善策を講じること
ができる知識・技術を修得す
る。

・脳血管疾患に特有な検討の視点や想定さ
れる支援内容を整理した「適切なケアマネジ
メント手法」の「疾患別ケア（脳血管疾患があ
る方のケア）」について理解する。
・各自が担当している脳血管疾患のある方の
ケアマネジメントに関する事例（居宅サービス
計画等）について主任介護支援専門員として
の実践を振り返り、意見交換等を通じて、課
題や不足している視点を認識し分析する。分
析に必要な根拠を明確にすることにより改善
策を講じ、資質向上に向けた介護支援専門
員に対する指導・支援を実践することができ
る知識・技術を修得する。
・脳血管疾患のある方の支援方法を検討す
るに当たり、効果的なものとなるようインフォー
マルサービスも含めた地域の社会資源を活
用したケアマネジメントの実践において、社
会資源の開発など地域づくりの視点を含め、
課題や不足している視点を認識し分析する
手法及び介護支援専門員に対する改善指
導に関する講義を行う。

　
リハビリテーションや福祉用

具等を活用するに当たっての
知識や関連職種との連携方
法、インフォーマルサービスも
含めた地域の社会資源を活
用したケアマネジメントについ
て理解する。

実践上の課題や不足してい
る視点を認識し分析する手法
について理解する。

・リハビリテーションや福祉用具等の活用をす
るに当たって重要となる医師やリハビリテー
ション専門職等との連携方法等ネットワーク
づくりの実践について、課題や不足している
視点を認識し分析する手法及び介護支援専
門員に対する改善指導に関する講義を行う。
・リハビリテーションや福祉用具等の活用を検
討するに当たり、効果的なものとなるようイン
フォーマルサービスも含めた地域の社会資
源を活用したケアマネジメントの実践におい
て、社会資源の開発など地域づくりの視点を
含め、課題や不足している視点を認識し分析
する手法及び介護支援専門員に対する改善
指導に関する講義を行う。

③ リ ハ ビ リ
テーション及
び福祉用具の
活用に関する
理解

5 研修内容
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宮城県

講  義
及び

演　習
６時間

講  義
及び

演　習
５時間

大腿骨頸部骨折のある方の
ケアマネジメントに関する事
例を用いて主任介護支援専
門員としての実践の振り返り
を行うことにより、大腿骨頸部
骨折により生活機能の低下が
ある方のケアマネジメント等に
関する実践上の課題や不足
している視点を認識し分析す
る手法を深める。

また、分析結果を踏まえた
資質向上に必要な取組と実
践における改善策を講じるこ
とができる知識・技術を修得
する。

大腿骨頸部骨折に特有な検討の視点や想
定される支援内容を整理した「適切なケアマ
ネジメント手法」の「疾患別ケア（大腿骨頸部
骨折がある方のケア）」の内容を理解する。
・各自が担当している大腿骨頸部骨折のある
方のケアマネジメントに関する事例（居宅
サービス計画等）について主任介護支援専
門員としての実践を振り返り、意見交換等を
通じて、課題や不足している視点を認識し分
析する。分析に必要な根拠を明確にすること
により改善策を講じ、資質向上に向けた介護
支援専門員に対する指導・支援を実践するこ
とができる知識・技術を修得する。
・大腿骨頸部骨折のある方の支援方法を検
討するに当たり、効果的なものとなるようイン
フォーマルサービスも含めた地域の社会資
源を活用したケアマネジメントの実践におい
て、社会資源の開発など地域づくりの視点を
含め、課題や不足している視点を認識し分析
する手法及び介護支援専門員に対する改善
指導に関する講義を行う。

研修内容

(３ )認知症の
ある方及び家
族等を支える
ケアマネジメ
ント

認知症に関する事例を用い
て主任介護支援専門員とし
ての実践の振り返りを行うこと
により、実践上の課題や不足
している視点を認識し分析す
る手法を深める。

また、分析結果を踏まえた
資質向上に必要な取組と実
践における改善策を講じるこ
とができる知識・技術を修得
する。

認知症に特有な検討の視点や想定される
支援内容を整理した「適切なケアマネジメント
手法」の「疾患別ケア（認知症がある方のケ
ア）」の内容を理解する。
・各自が担当している認知症がある方のケア
マネジメントに関する事例（居宅サービス計
画等）について主任介護支援専門員としての
実践を振り返り、意見交換等を通じて、課題
や不足している視点を認識し分析する。分析
に必要な根拠を明確にすることにより改善策
を講じ、資質向上に向けた介護支援専門員
に対する指導・支援を実践することができる
知識・技術を修得する。
・認知症の要介護者等及び家族を支援する
に当たり重要となる医療職をはじめとする多
職種や地域住民との連携方法等ネットワーク
づくりの実践について、課題や不足している
視点を認識し分析する手法及び改善指導に
関する講義を行う。
・認知症である要介護者等の支援方法を検
討するに当たり、効果的なものとなるようイン
フォーマルサービスも含めた地域の社会資
源を活用したケアマネジメントの実践におい
て、社会資源の開発など地域づくりの視点を
含め、課題や不足している視点を認識し分析
する手法及び介護支援専門員に対する改善
指導に関する講義を行う。

(４ )大腿骨頸
部骨折のある
方のケアマネ
ジメント

5
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宮城県

講  義
及び

演　習
５時間

講  義
及び

演　習
５時間

(５ )心疾患の
ある方のケア
マネジメント

心疾患を有する方のケアマ
ネジメントに関する事例を用
いて主任介護支援専門員と
しての実践の振り返りを行うこ
とにより、実践上の課題や不
足している視点を認識し分析
する手法を深める。

また、分析結果を踏まえた
資質向上に必要な取組と実
践における改善策を講じるこ
とができる知識・技術を修得
する。

心疾患に特有な検討の視点や想定される
支援内容を整理した「適切なケアマネジメント
手法」の「疾患別ケア（心疾患がある方のケ
ア）」の内容を理解する。
・各自が担当している心疾患を有する方のケ
アマネジメントに関する事例（居宅サービス計
画等）について主任介護支援専門員としての
実践を振り返り、意見交換等を通じて、課題
や不足している視点を認識し分析する。分析
に必要な根拠を明確にすることにより改善策
を講じ、資質向上に向けた介護支援専門員
に対する指導・支援を実践することができる
知識・技術を修得する。
・心疾患のある方の支援方法を検討するに当
たり、効果的なものとなるようインフォーマル
サービスも含めた地域の社会資源を活用し
たケアマネジメントの実践において、社会資
源の開発など地域づくりの視点を含め、課題
や不足している視点を認識し分析する手法
及び介護支援専門員に対する改善指導に関
する講義を行う。

(６ )誤嚥性肺
炎の予防のケ
アマネジメン
ト

誤嚥性肺炎の予防のため
のケアマネジメントに関する
事例を用いて主任介護支援
専門員としての実践の振り返
りを行うことにより、実践上の
課題や不足している視点を
認識し分析する手法を深め
る。

また、分析結果を踏まえた
資質向上に必要な取組と実
践における改善策を講じるこ
とができる知識・技術を修得
する。

・誤嚥性肺炎の予防における「適切なケアマ
ネジメント手法」の「基本ケア」の重要性を再
確認する講義を行う。
・誤嚥性肺炎の予防における検討の視点や
想定される支援内容を整理した「適切なケア
マネジメント手法」の「疾患別ケア（誤嚥性肺
炎の予防のためのケア）」の内容を理解す
る。
・各自が担当している誤嚥性肺炎の予防のた
めのケアマネジメントに関する事例（居宅
サービス計画等）について主任介護支援専
門員としての実践を振り返り、意見交換等を
通じて、課題や不足している視点を認識し分
析する。分析に必要な根拠を明確にすること
により改善策を講じ、資質向上に向けた介護
支援専門員に対する指導・支援を実践するこ
とができる知識・技術を修得する。
・誤嚥性肺炎の予防のための支援方法を検
討するに当たり、効果的なものとなるようイン
フォーマルサービスも含めた地域の社会資
源を活用したケアマネジメントの実践におい
て、社会資源の開発など地域づくりの視点を
含め、課題や不足している視点を認識し分析
する手法及び介護支援専門員に対する改善
指導に関する講義を行う。

5 研修内容
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宮城県

講  義
及び

演　習
４時間

講  義
及び
演  習
６時間

6 開催時期

7 場  所

8 その他
ウェブセミナー等による研修を実施します。
日時及び会場については講師等との調整により、変更になる場合があります。

(７ )看取り等
における看護
サービスの活
用に関する事
例

看護サービスの活用が必要
な事例を用いて主任介護支
援専門員としての実践の振り
返りを行うことにより、看護
サービスの活用に係る実践
上の課題や不足している視
点を認識し分析する手法を
深める。

また、分析結果を踏まえた
資質向上に必要な取組と実
践における改善策を講じるこ
とができる知識・技術を修得
する。

・各自が担当している看護サービスの活用に
関する主任介護支援専門員としての実践事
例について振り返り、意見交換等を通じて、
課題や不足している視点を認識し分析する。
分析に必要な根拠を明確にすることにより改
善策を講じ、資質向上に向けた介護支援専
門員に対する指導及び支援を実践すること
ができる知識・技術を修得する。
・看取り等を含む看護サービスを活用するに
当たって重要となる医師や看護師等との連携
方法等ネットワークづくりの実践について、課
題や不足している視点を認識し分析する手
法及び改善指導に関する講義を行う。
・看取り等を含む看護サービスの活用を検討
するに当たり、効果的なものとなるようイン
フォーマルサービスも含めた地域の社会資
源を活用したケアマネジメントの実践におい
て、社会資源の開発など地域づくりの視点を
含め、課題や不足している視点を認識し分析
する手法及び改善指導に関する講義を行う。

(８ )家族への
支援の視点や
社会資源の活
用に向けた関
係機関との連
携が必要な事
例のケアマネ
ジメント

家族への支援の視点や社
会資源の活用に向けた関係
機関との連携が必要な事例
を用いて主任介護支援専門
員としての実践の振り返りを
行うことにより、実践上の課題
や不足している視点を認識し
分析する手法を深める。

また、分析結果を踏まえた
資質向上に必要な取組と実
践における改善策を講じるこ
とができる知識・技術を修得
する。

・家族に対する支援に当たり重要となる関係
機関や地域住民をはじめとする多職種との連
携方法等ネットワークづくりの実践について、
課題や不足している視点を認識し分析する
手法及び改善指導に関する講義を行う。
・関連する他法他制度（難病対策、高齢者虐
待防止、障害者施策、生活困窮者対策、仕
事と介護の両立支援、ヤングケアラー支援、
重層的支援体制整備事業等）の内容や動向
に関する講義を行う。
・各自が担当している家族への支援の視点
や他法他制度の活用が必要な事例に関する
主任介護支援専門員としての実践を振り返
り、意見交換等を通じて、課題や不足してい
る視点を認識し分析する。分析に必要な根
拠を明確にすることにより改善策を講じ、資
質向上に向けた介護支援専門員に対する指
導及び支援を実践することができる知識・技
術を修得する。
・家族への支援の視点や社会資源の活用に
向けた関係機関との連携が必要なケースを
検討するに当たり、インフォーマルサービスも
含めた地域の社会資源を活用したケアマネ
ジメントの実践において、社会資源の開発な
ど地域づくりの視点を含め、課題や不足して
いる視点を認識し分析する手法及び介護支
援専門員に対する改善指導に関する講義を
行う。

令和７年４月～令和７年５月

仙台市内

5 研修内容
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